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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
子
育
て
す
る
な
ら
、高
石
市
」
を
か
か
げ
、認

定
子
ど
も
園
化
を
進
め
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成

し
、病
児
保
育
の
実
施
や
子
育
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
」
の
開
設
な
ど
、

子
育
て
環
境
は
ど
ん
ど
ん
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
投
資
の
促
進
を
め
ざ
す
企
業
立
地
等
促

進
条
例
を
改
正
し
、
産
業
振
興
も
充
実
強
化
。

連
続
立
体
交
差
事
業
が
下
り
線
高
架
が
完
成
し
、

羽
衣
駅
前
の
再
開
発
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ

た
地
域
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
構
築
に
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
設

置
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
「
輝
く
高
石
50
年
　
魅
力
あ
ふ
れ
る

飛
躍
都
市
」
を
テ
ー
マ
に
市
制
50
周
年
を
迎
え
、

名
誉
市
民
の
川
淵
氏
も
参
加
さ
れ
記
念
式
典
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
市
政
発
展
に

職
員
共
々
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
石
市
長

　阪
口

　伸
六

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
リ
オ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
達
の
活
躍
や
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
お
い
て
三
年
連
続
の
日
本
人
受

賞
な
ど
、
明
る
い
話
題
で
日
本
中
が
沸
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発

生
し
、
防
災
対
策
の
更
な
る
促
進
と
強
化
が
求

め
ら
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
市
で
は
、
昨
年
11
月
に
市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
一
年
が
ス
タ
ー
ト
い

輝
く
高
石
50
年

魅
力
あ
ふ
れ
る
飛
躍
都
市

未
来
へ
の

さ
ら
な
る
飛
躍

新年のご挨拶 申し上げます

阪口  伸六高石市長

た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
市
議
会
に
お
い
て
も
新

た
な
気
持
ち
で
、
二
元
代
表
制
の
下
、
議
会
の

権
能
を
発
揮
し
、
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の

た
め
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。高

石
市
議
会
議
長

　森

　博
英

HAPPY NEW YEAR 2017酉

森  博英高石市議会議長

ハ

グ

ッ

ド
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔税
泉
大
津
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
す

　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
南
海
本
線
「
泉
大

津
」
駅
下
車
）
に
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
申
告
書
等
の
作
成
及
び
受
付
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
2
月
16
日
〜
３
月
15
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
）

※
開
設
期
間
中
お
よ
び
２
月
15
日
以
前
に

お
い
て
も
、
泉
大
津
税
務
署
庁
舎
内
で
は

「
作
成
済
み
の
申
告
書
等
の
受
付
」
、

「
納
税
」
、
「
納
税
証
明
書
の
発
行
」
お

よ
び
「
用
紙
の
交
付
」
の
み
を
行
い
、
確

定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
石
商
工
会
議
所
で
の
地
区
相
談
会
場
は
、

開
設
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
分
以
降
の
申
告
書
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
、
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
に
使
用
す
る
書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ

　
ー
ド
）
の
み

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
を
添
付

す
る
場
合
は
、
表
面
及
び
裏
面
の
写
し
が

必
要
で
す
。

②
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
な
ど

■
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
確
定
申
告

が
不
要
で
す
。

①�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
方

②�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
不
要
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
国
税
庁
Ｈ
P
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る
と
、
税
額
な

ど
が
自
動
で
計
算
さ
れ
、
申
告
書
の
作
成

が
便
利
で
す
。
ま
た
、
作
成
し
た
申
告
書

等
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し

た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
け

ば
、
翌
年
の
申
告
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
還
付
金
の
受
取
り
は
預
貯
金
口
座
へ
の

振
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ご
利
用
時
に
は
、
次
の
3
つ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①��

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
。

※
本
人
名
義
の
口
座
で
あ
っ
て
も
、
預
貯

金
口
座
名
義
に
、
店
名
・
事
務
所
名
な
ど

の
名
称
（
屋
号
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

ま
た
は
旧
姓
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
に
は
、

振
り
込
み
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
振
り
込
み
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
貯
金
総
合
通
帳
の
記
号

番
号
の
み
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に
つ
い
て

は
、
振
込
み
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
取

引
先
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
利
用
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
す
る
際
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を
す
る
と
、
所

得
税
か
ら
の
控
除
は
発
生
せ
ず
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
の
6
月
以
降
に
支

払
う
住
民
税
の
減
税
と
い
う
形
で
控
除
さ

れ
ま
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を

し
た
方
が
、
医
療
費
控
除
等
で
所
得
税
の

確
定
申
告
を
行
っ
た
場
合
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
申
請
が
無
効
と
な
る
の
で
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
に
ふ
る
さ
と
納
税
分

の
寄
附
金
控
除
の
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

泉大津市役所

ダイエー銀 行

府
道
堺
阪
南
線

↑ 
難
波

和
歌
山 

↓

泉
大
津
駅

いずみおおつCITY

確定申告会場
テクスピア大阪
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家
屋
を
新
築
・
増
築
す
れ
ば
登
記
申

請
が
必
要
で
す

　
家
屋
の
新
築
・
増
築
等
、
ま
た
は
取
り

壊
し
（
一
部
取
り
壊
し
を
含
む
）
を
し
た

と
き
は
、
法
務
局
へ
の
登
記
申
請
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
登
記
手
続
き
が

遅
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
税
務
課
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地
の
用
途

を
変
更
（
例
え
ば
店
舗
か
ら
住
宅
へ
）
し

た
と
き
も
、
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

事
業
主
の
皆
さ
ん�

�

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

■
給
与
支
払
報
告
書
は
1
月
31
日
ま
で

　
平
成
28
年
中
に
給
与
等
を
支
払
っ
た
場

合
、
給
与
支
払
者
は
平
成
29
年
１
月
１
日

現
在
、
従
業
員
等
が
居
住
す
る
住
所
地
の

市
町
村
に
1
月
31
日
ま
で
に
平
成
29
年
度

の
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
退
職
さ

れ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
が
必

要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
０
９
７

■
法
定
調
書
も
1
月
31
日
ま
で

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
は
、
1
月
31
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、
作
成
し

た
法
定
調
書
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
☎
０
７
２
５
（
３
３
）
５
６
０
１

▔国
民
年
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ�

�

20
歳
を
迎
え
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い

ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み

ん
な
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に

は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残

っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

▼
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
基
礎
年
金

の
半
分
を
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
、
賃
金
や

物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
の
で
大
変
有
利
で
す
。
た
だ
し
、

納
め
忘
れ
等
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、

病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
る
障
害
年
金
、
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
取
る
遺
族

年
金
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
・
遺
族
年
金
に
は
、
支
給
さ
れ
る

条
件
が
あ
る
の
で
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

対
象　
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
・
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

▼
納
付
猶
予
制
度

対
象　
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
で
、
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の

方問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所
☎
０
７
２

（
２
４
３
）
７
９
０
０
ま
た
は
市
民
課
☎

（
275
）
６
２
４
１

今月が納期限の税金

〈市民税〉�
〈府民税〉�
第4期分

1月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストアで納めてください。
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔後
期
高
齢
者
医
療

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
全
員
が
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か

ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
１
月
末
頃
に
、
支
給
の
対
象
者
へ
お
知

ら
せ
と
支
給
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
対
象
は
平
成

27
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７
月
31
日

ま
で
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
先　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

75
歳
を
迎
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
る
方
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
75

歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
賦
課
は
誕
生
月
か
ら
で
、
納
付

は
原
則
と
し
て
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
と
な
り
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
場
合
で
も
、
新
た
に
口
座
振
替
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
金
融
機
関
ま
た
は
健

康
保
険
係
の
窓
口
へ
通
帳
・
届
出
印
・
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
保
険
料
支
払

い
）か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
支
払
い
）
で
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
方
で
、
口
座
振
替
で
の

支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
出

（
納
付
方
法
変
更
申
出
書
の
提
出
）
に
よ

り
変
更
が
可
能
で
す
。
希
望
す
る
方
は
、

口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

通
帳
・
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
に
つ
き
ま
し
て
も
申
し
出
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
今
後
、
特
別
徴
収
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

　納税に口座振替をご利用いただくと、指定した口座から市
税等が自動的に引き落とされるので、便利で納め忘れがあり
ません。なお、相続、贈与、新・増改築等により、土地・家
屋の所有者及び持分に変更がある場合は、新たに口座振替の
手続きが必要です。手続きには、預金通帳・届出印・納付書
または領収書を持って、市役所へお申し込みください。　
　　　　　　　　　　　　   問合先　税務課☎（275）6094

平成29年５月31日
　　29年５月31日
　　29年７月31日
　　29年12月20日
　　30年２月28日
　　29年６月30日
　　29年６月30日
　　29年８月31日
　　29年10月31日
　　30年１月31日

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

平成29年２月末日
　　29年２月末日
　　29年６月末日
　　29年11月20日
　　30年１月末日
　　29年３月末日
　　29年３月末日
　　29年７月末日
　　29年９月末日
　　29年12月末日

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

全期前納分
第 １ 期 分
第 ２ 期 分
第 ３ 期 分
第 ４ 期 分
全期前納分
第 １ 期 分
第 ２ 期 分
第 ３ 期 分
第 ４ 期 分

固定資産税
都市計画税

市・府民税
（普通徴収）

（償却資産を含む）

対象税目 振替期別 振替日（納期限） 申込期限
平成29年度の口座振替日と口座振替申込期限

※口座振替の申込期限は、申込用紙が金融機関から市役所に到達する日を表します。

納税には、
便利な 口座振替を

※口座振替は納期限内のものに限ります。また、過年度分の口座振替はできません。

口座振替取扱金融機関 三菱東京UFJ銀行 池田泉州銀行 三井住友銀行
ゆうちょ銀行・郵便局近畿大阪銀行 みずほ銀行 りそな銀行 関西アーバン銀行 三井住友信託銀行

紀陽銀行 大阪信用金庫 近畿産業信用組合 近畿労働金庫 いずみの農業協同組合 成協信用組合

　未就労者の就業を支援す
るために、厚生労働大臣指
定教育訓練講座を修了した
方へ資格取得支援補助金を
支給します。（要事前相談）

対象　次のいずれにも該当する方（学生を除く）
　　　①市内在住であること
　　　②厚生労働省が実施する教育訓練給付金
　　　　の受給資格がないこと
　　　③講座の受講について、市から他の助成
　　　　を受けていないこと
補助額　講座受講料の 50％
　　　　（入学金・教材費含む、上限 3万円）
問合先　経済課 ☎（275）6149

資格取得をめざす！

～求職者資格取得支援補助金～

求職者の方を応援します！
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▔各
種
お
手
続
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

害
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
届
出
を

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
交
通
事

故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ

っ
て
傷
害
を
受
け
、
国
民
健
康
保
険
を
使

っ
て
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
国
民
健
康
保
険

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

1
月
29
日
（
日
）
に�

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
受
け
取
れ

る
臨
時
窓
口
を
開
設

　
臨
時
窓
口
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
に
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

予
約
・
問
合
先　
１
月
11
日
〜
25
日
ま
で

に
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２
へ

重
度
障
が
い
者
訪
問
看
護
利
用
料
助

成
事
業
を
拡
充
し
ま
す

　
平
成
29
年
1
月
利
用
分
か
ら
訪
問
看
護

利
用
料
の
助
成
を
次
の
と
お
り
拡
充
し
ま

す
。

①
1
日
利
用
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、
1

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
た
り「
１
割
」

か
ら「
最
大
５
０
０
円
」と
し
ま
す
。

②
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、
1
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
た
り「
制
限
な
し
」か

ら「
月
2
日
最
大
１
０
０
０
円
を
限
度
」と

し
ま
す
。

③
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、「
制
限
な

し
」
か
ら
「
最
大
２
５
０
０
円
を
限
度
」

と
し
ま
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
９
４

手
話
通
訳
者
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

を
募
集

募
集　
１
人

応
募
資
格　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
で
、
都
道
府
県
で
手
話
通
訳
者
と

し
て
登
録
し
て
い
る
方
、
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
修
了
生
の
方
ま
た
は
手
話
通
訳
士

資
格
取
得
者
の
方

　環境や廃棄物、リサイクルなどをテーマに環境・廃棄物リサイ
クルフェアと泉北環境整備施設組合の環境シンポジウムを併せて
共同開催します。

講師・テーマ
笑福亭松枝さん（落語家）
「江戸時代にごみはなかった !?」
森住明弘さん（NPO 法人大阪ご
みを考える会理事長）
「変わりゆく歴史とごみ処理～安
心・安全なごみ処理とリサイクル
の推進～」
参加費　無料
申込　当日直接会
場へ
問合先　生活環境
課 ☎（275）6266

環境・廃棄物リサイクルフェア
1 21月 日（土）
14 時（13 時 30 分開場）
アプラ大ホール

企業ブースや環境啓発パネル、婦人団体協議会の皆さんのリサイ
クル品の展示を行います。

■ リユース品の無料抽選会

■ 環境・リサイクル品等の展示

■ 有価物集団回収優秀団体表彰

■ 講演

長年にわたる活動や積極的な活動をされている団体を表彰します。

泉北クリーンセンターから提供されたリユース品の無料抽選会を
実施します。

■ 環境・廃棄物リサイクルフェア
　環境美化やごみ分別・リサイクルへの関心と理解を深め、各家
庭での分別やごみ減量化などの取組みが進むことを目的にポス
ターコンクールを実施しました。市内の小学生からの作品を展示
し、優秀作品の表彰を行います。

笑福亭松枝さん
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
（
更
新
可
）

業
務
内
容　
手
話
通
訳
及
び
窓
口
業
務
の

補
助
等

試
験
内
容　
書
類
選
考
・
面
接

応
募
・
問
合
先　
1
月
10
日
〜
27
日
（
必

着
）
ま
で
に
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
で
配

布
す
る
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
☎

（
275
）
６
２
９
４
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
（
臨
時
的
任

用
職
員
）
を
募
集

募
集　
１
人

応
募
資
格　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方

雇
用
期
間　
平
成
29
年
4
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

業
務
内
容　
各
種
保
健
事
業
（
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
た
資
料
作
成
・
デ
ー
タ
入
力
を

含
む
）

提
出
書
類　
市
販
の
履
歴
書
、
資
格
証
明

書
の
写
し
等

応
募
・
問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
267
）
１
１
６
０

※
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
は
、
各
種
保

健
事
業
に
携
わ
る
登
録
保
健
師
・
看
護
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ�

�

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
の
入
札
参

加
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
申
請
書
類
は
契
約
検
査
課
で
配
付
し

て
い
ま
す
。
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

有
効
期
間　
平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成

31
年
3
月
31
日

受
付
期
間　
建
設
工
事
・
役
務
：
平
成
29

年
1
月
12
日
〜
19
日
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
・
物
品
・
製
造
等
：
平
成

29
年
1
月
20
日
〜
27
日

問
合
先　
契
約
検
査
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
０
９

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
医
療
法
人
医
進
会
高
石
加
茂
病
院
（
理

事
長
：
橋
本
武
志
氏
）
か
ら
福
祉
基
金
に
、

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

クレジットカード会社から連絡があり、28万円もの高額な請求があること
がわかった。小学生の息子がオンラインゲームで有料コインを購入したらし
い。先日、オンラインゲームの登録に700円が必要だと頼まれ、決済のために
母親のクレジットカード番号を入力した。その後はそのクレジットカード番
号で有料アイテムを次々に買ったようだ。息子は「ゲーム内でコインを買う
ときに難しい操作はなく、どんどん買えた」と言っている。（12歳　男児）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

オンラインゲームで高額請求！
利用する前に理解することが大切です

休館日 土・日曜日、祝日

オンラインゲームに関する相談が後を絶ちません。高額の請求を受けるケースも見られます。
クレジット決済のために親が入力したクレジットカード番号が有効になっていて、子どもが

自分で番号を入力しなくても、オンラインゲームに課金が出来てしまうケースなども見られます。ク
レジットカード番号の管理には十分注意しましょう。オンラインゲームは料金体系や決済方法が多様
化しています。周りの大人はオンラインゲームの仕組みについて理解し、ゲームの遊び方やルールに
ついては子どもと決めておくようにしましょう。困ったときは、消費生活センターに相談しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「子どもサポート情報第106号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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た
か
い
し
斎
場
第
2
式
場
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す

　
改
修
工
事
に
伴
う
一
部
休
止
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
第
2
式
場
兼
待
合
室

期
間　
2
月
上
旬
〜
3
月
下
旬

問
合
先　
高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
３

高
石
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
る
中
、今
後
、市
が
保
有
す
る
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
や
更
新
等

に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、中
長

期
的
視
点
か
ら
の
施
設
管
理
の
基
本
方
針

（
計
画
）を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

計
画（
案
）に
つ
い
て
、ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

閲
覧
期
間　
１
月
10
日
〜
２
月
９
日

閲
覧
場
所　

総
務
課
及
び
市
内
各
公
共

施
設（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

問
合
先　
総
務
課

　
　
　
　

☎（
275
）６
１
９
６

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
29
年
を
迎
え
ま
し
た
。

21
世
紀
に
入
っ
て
16
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
こ
の
21
世
紀
が
「
人
権
の

世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い

お
こ
し
な
が
ら
、
年
の
初
め
に
際
し
、

「
人
権
」
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理

解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未

来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合

う
心
～

こ
れ
は
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

が
定
め
た
平
成
28
年
度
の
啓
発
活
動

の
重
点
目
標
で
す
。
そ
し
て
具
体
的

に
は
、
年
間
強
調
事
項
と
し
て
、
女

性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
の

あ
る
人
・
同
和
問
題
・
ア
イ
ヌ
の

人
々
・
外
国
人
・
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
者
や

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
・
刑
を
終
え
て

出
所
し
た
人
・
犯
罪
被
害
者
等
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
・

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た

被
害
者
等
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・
性
的
指

向
・
性
同
一
性
障
が
い
者
・
人
身
取

引
・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
の
17
項
目
を
主
な
事
項
と
し

て
、
啓
発
活
動
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
い
じ
め
や
体
罰
、

児
童
虐
待
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
に
よ
っ
て
心
や
身
体
に

深
い
傷
を
う
け
た
り
、
高
齢
だ
か
ら
、

障
が
い
が
あ
る
か
ら
、
同
和
地
区
出

身
者
だ
か
ら
、
外
国
人
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
も
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
者
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
対
す
る
誤
っ

た
認
識
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

が
直
接
的
な
被
害
の
ほ
か
に
、
い
わ

れ
の
な
い
う
わ
さ
や
中
傷
に
傷
つ
け

ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
等
様
々
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
起
き
、

ど
う
す
れ
ば
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
私
た
ち
1
人
ひ
と
り

が
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
を
自
分

自
身
に
か
か
わ
る
身
近
な
問
題
と
し

て
、
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

次
に
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に

基
づ
き
策
定
さ
れ
た
、
「
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
「
人
権
尊
重
」
の

理
念
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ

い
て
各
人
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権

利
で
あ
り
、
社
会
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
の
生
存
と

自
由
を
確
保
し
、
社
会
に
お
い
て
幸

福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
人
権
が
国
民
相
互
の
間
に

お
い
て
共
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
各

人
の
人
権
が
調
和
的
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
人
権
の
共

存
」
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
人
権
が
共
存
す
る

人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
個
人
が
、
相
互
に
人

権
の
意
義
及
び
そ
の
尊
重
と
共
存
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
理
性
及
び
感
性

の
両
面
か
ら
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
分
の
権
利
の
行
使
に
伴
う
責

任
を
自
覚
し
、
自
分
の
人
権
と
同
様

に
他
人
の
人
権
を
も
尊
重
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

いわゆる「人権」について
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

相談名 相談内容 相談日時 場所・電話

法律相談 弁護士による法律相談。相談日の午前9時30分から 
☎（263）2141へ予約（先着8人）

毎週木曜日（祝日を除く） 
13時から受付順に1人30分 市役所 市民相談室

行政相談 行政機関への要望・苦情 1/19、2/2  
13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談
人権擁護委員による相談 毎月 第1・3金曜  

13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談員による相談（人権推進課へ電話予約） 毎週 月・水・木  
10時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

女性相談 専門の女性相談員による心配ごとや悩みごとの相談 
（事前に人権推進課へ電話予約）

毎月 第3火曜 10時〜13時 
毎月 第4金曜 13時〜16時

人権推進課 
☎（275）6279

心配ごと相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 金 9時〜正午 市役所 市民相談室

心配ごと電話相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 木曜（祝日を除く） 
9時〜正午

社会福祉協議会 
☎（265）1001

福祉の総合相談 いきいき地域支援員（コミュニティソーシャルワーカー）によ
る福祉に関する相談（面談による相談は事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

就労相談 就労にお困りの障がいのある方、母子家庭の母親、若
年、中高年齢の方などの相談（事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

就労支援センター（経済課内） 
☎（275）6164

消費生活相談 訪問販売や衣食住に関する商品の相談や苦情
クレジット・サラ金に関する相談

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜16時45分

消費生活センター（市役所2階） 
☎（267）5501

ふれあい相談 少年に関するあらゆることを面接相談（事前に電話予
約）

毎週 月・火・水・木  
9時〜16時30分

教育研究センター 
☎（262）9465

教育相談 幼児・児童・生徒の発達、教育相談（事前に学校教育課
または教育研究センターへ要予約） お問い合わせください 教育研究センター 

☎（262）7005

進路選択支援相談 進学など進路選択についての相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時

教育研究センター 
☎（262）7005

ホットライン高石 少年に関するあらゆる問題を電話相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時30分 ☎（262）9400

公民館の学習相談 市民の生涯学習に関する相談 毎日（月・休館日を除く） 
9時〜16時

中央・羽衣・千代田・取石公
民館

乳幼児の発達相談 乳幼児の発達相談、育児相談（子育て支援課へ電話予
約）

毎週 月・火・木・金  
10時〜16時

子育て支援課 
☎（275）6349

乳幼児の健全育成相談

子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談 毎週 月〜金 10時〜16時 綾園保育所子育て支援センター 

☎（263）2477

子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談

毎週 月〜金 9時30分〜
正午 13時〜15時30分

南海愛児園子育て支援センター 
☎（265）3210

子育て支援センターによる育児の不安、保健、お母さ
んの悩みなどを電話で相談 毎週 月〜金 10時〜16時 東羽衣こども園子育て支援センター 

☎（262）0920

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活における悩みの相談 毎週 月〜木 10時〜16時 こども家庭課 
☎（275）6476

家庭児童相談 18歳未満の子育ての悩み
家族関係、虐待、養育上困難な生活の悩み 毎週 月〜金 10時〜16時 こども家庭課 

☎（275）6476

障がい者の生活相談 市指定相談支援事業者による障がい者の生活に関す
るあらゆる相談

毎週 火〜土  
9時30分〜17時30分

障がい者ふれあいプラザ内 
☎（263）2244

障がい児の医療相談 障がい児を対象に医療の相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

リハビリ相談 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

税の相談 所得税、法人税、相続税、贈与税など
当日の午前9時30分から電話で予約（先着6人） 1月17日（火）13時〜16時 高石商工会議所相談室 

☎（264）1888

救急医療相談 病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ方がいいの？
など、救急医療に関することで迷ったらまずここへ

医師、看護師、相談員が
年中無休・24時間対応

救急安心センターおおさか☎
♯7119または06（6582）7119

相 談 窓 口お気軽にご利用ください いずれも無料です▶ ▶







	 2017.1　きらり	-TAKAISHI-	 16

い
つ
も
元
気
に
!

�

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎（
２
６
７
）１
１
６
０

検診・相談
名称 日程 時間 内容

4か月児健診 ①１/11 ②２/8 受付 12：45〜13：15 ①の対象はH28年９月生まれ。②の対象はH28年10月生まれ。
1歳7か月児健診 １/24 受付 12：45〜13：15 対象はH27年６月生まれ。歯ブラシをお持ちください。
2歳児歯科健診 ２/１ 受付 13：00〜13：30 対象はH27年２月生まれ。虫歯予防にフッ素塗布。歯ブラシをお持ちください。
3歳6か月児健診 １/20 受付 12：45〜13：15 対象はH25年７月生まれ。朝一番の尿を採ってお持ちください。
離乳食講習会 ２/７ 開催 13：10〜15：00 対象は4〜6か月児の保護者。要電話予約。受付は13時から。
あれこれ相談 随時 － 妊娠〜子育てに関する相談（電話相談可）

健幸づくり教室�
（説明会）

１/25 受付 10：00〜10：30 【月２回コース】場所：中央公民館、申込：スマートウェルネス推進室 ☎（267）1161
【週１回コース】場所・申込：スポラたかいし ☎（267）1223・カモンたかいし☎（263）2622随時 －

パパ・ママ学級
２/13

受付 13：10〜13：30
お友達になりましょう！

3回講座。要電話予約。２/27 赤ちゃんのお風呂って！？
３/13 子育てにそなえましょう！

市民健康相談 随時 － 生活習慣病、食生活などに関する相談、禁煙サポート、その他健康に関する相談。
リハビリの集い    １/10・17・24 開催 14：00〜16：00 対象は介護保険の認定を受けていない40歳〜64歳の方。 要事前問合せ。
介護家族の集い    １/10・17・24 開催 14：00〜16：00 介護者の健康づくりと交流。
ふれあい元気クラブ 月2回 お問い合わせください 寝たきりを防ぐ介護予防体操などを、市役所・綾園・羽衣・千代田・加茂・取石で開催。

●肝炎ウイルス検査（電話予約制）
1月11日（水）
受付：午後1時〜2時
●HIV、クラミジア・梅毒検査と相談（電話相談可）
1月11日（水）・25日（水）
受付：午前9時30分〜11時

●風しん抗体検査（電話予約制）
1月12日（木）・26日（木）
受付：午前9時30分〜10時30分
●こころの健康相談（電話予約制）
こころの病気、アルコール依存症、ひきこもり
等についての相談

プライバシーは厳守します。電話による相談も受け付けています。

休日診療
☎（265）5171 

市立診療センター内
診療時間　 日曜・祝日の 

午前9時30分〜午後0時30分、
午後1時30分〜4時30分

受付時間　 午前9時〜午後4時 
※午前診療の受付は正午まで

診療科目　内科・小児科

和泉保健所より
☎0725（41）1342　JR和泉府中駅北東徒歩約7分

知
っ
て
得
す
る
お
酒
の
は
な
し

〜
家
族
み
ん
な
の
幸
せ
と
健
康
の
た
め
に
〜

日
時　
2
月
8
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
4

時場
所　
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
3
階

講
師　
和
気
浩
三
さ
ん
（
新
生
会
病
院
院

長
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
2
月
3
日
ま
で
に
和
泉

保
健
所
へ
電
話
申
込
☎
０
７
２
５

（
４
１
）
１
３
４
２

個別検診
【乳がん検診】　【子宮頸がん検診】 
【大腸がん検診】

検診内容、対象等詳しくは「健幸だより」また
は市ホームページをご覧ください。
検診日程　 平成29年2月末まで
検診場所　市内指定医療機関
問合先　地域包括ケア推進課

食生活改善クッキング
日時　 1月25日（水）午前10時〜午後1時
場所　総合保健センター
対象　市内在住の方
募集　25人（先着順）
献立　鶏肉のポン酢がけ、水菜のじゃこマヨ、
　　　豆乳豚汁
参加費　700円（保険料を含む）
持ち物　エプロン、三角巾、手拭タオル、　　
　　　ふきん2枚
申込・問合先　1月11日〜20日に地域包括ケ
　　　　　　　ア推進課へ
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お問い合わせは、電話等で各施設まで。
高石市役所 ☎（265）1001
アプラホール ☎（267）0018
総合保健センター ☎（267）1160
図書館本館 ☎（263）3100
図書館分館 ☎（273）3160
カモン たかいし ☎（263）2622
中央公民館 ☎（265）6422
千代田公民館 ☎（264）0886

羽衣公民館 ☎（265）3227
東羽衣公民館 ☎（262）8545
清高公民館 ☎（263）5885
取石公民館 ☎（260）0550
デージードーム ☎（263）3317
とろしプラザ ☎（260）0550
スポラ たかいし ☎（267）1223
障がい者ふれあいプラザ ☎（261）3831

ス
ポ
ー
ツ�

カ
モ
ン
た
か
い
し�

�

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン��

受
講
生
募
集

　
内
容
等
詳
し
く
は
、
カ
モ
ン
た

か
い
し
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

高
石
市
柔
道
連
盟�

�

初
稽
古
・
新
春
鏡
開
き

日
時　
1
月
9
日
（
祝
）
午
後
1

時
か
ら

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

内
容　
初
稽
古
、
祝
い
ぜ
ん
ざ
い

参
加
費　
無
料

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
先　
市
柔
道
連
盟
の
佐
藤
さ

ん
☎
０
９
０（
８
７
５
２
）４
８
７

８高
石
市
オ
ー
プ
ン�

�

チ
ー
ム
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

日
時　
2
月
11
日
（
土
）
午
前
9

時
30
分
試
合
開
始（
受
付
：
9
時
）

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

種
目　

ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦
（
男

子
・
女
子
・
混
合
団
体
戦
）

参
加
費　
1
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

（
混
合
の
部
は
1
チ
ー
ム
４
０
０

０
円
）

申
込
・
問
合
先　
1
月
26
日
ま
で

に
市
卓
球
連
盟
の
福
井
さ
ん
☎
０

８
０（
３
１
１
５
）６
０
５
４

各
　
種�

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専

門
校
見
学
会
及
び
生
徒
募
集

■
見
学
会

日
時　
1
月
10
日
・
20
日
、
2
月

10
日
、
3
月
10
日
、
い
ず
れ
も
午

後
1
時
15
分

※
1
月
10
日
は
体
験
実
習
あ
り

場
所　
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技

術
専
門
校
［
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ

ー
ジ
２
‐
３
‐
５
］

参
加
費　
無
料

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ

■
生
徒
募
集

募
集
科
目　
自
動
車
・
車
体
整
備

科
、
電
気
主
任
技
術
科
、
情
報
通

信
科
、
環
境
分
析
科
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
開
発
科

募
集　
各
30
人

受
付
期
間　
1
月
25
日
ま
で

選
考
試
験　
2
月
17
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
府
立
南
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校
☎
０
７
２
５

（
５
３
）３
０
０
５
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

［http://w
w
w
.pref.osaka.

lg.jp/tc-m
iosaka/

］
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

教室名

希望に合わせて調整可能

土

水

13：00～17：00

15：00～16：30
18：00～19：00

1,000 円
1回コース

3,000 円
1人の場合

/人

/人

2,500 円
2人の場合

1,500 円
3人の場合

※30分間

※45分間

※30分間

2,500 円
3回コース16歳以上の方

中学生以上の方

幼稚園年中以上の方

※受講料とは別に施設使用料が必要です

ビギナーサポート

ダンス

ムエタイ＆
キックボクシング

対象者 曜日 時　間 受講料

（ジャズ、フリースタイル）

Q
なんでも

高石学入門

高 石 学
74 ??

　大園遺跡は高石市を代表する遺跡のひとつで、数多くの遺物

が出土しています。その中に、滑石でつくった剣・鏡のミニチュ

ア（滑石製模造品）や子持ち勾玉、土製の馬（土馬）などがあ

ります。それらは何に使われたものでしょうか。

設　問vol.74

☜ 正解は次のページ

① 装身具　　　　② まつり　

③ あそび　　　　④ ひな形

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー�

�
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時　
2
月
16
日
・
23
日
、
3
月

16
日
・
23
日
・
30
日
、
い
ず
れ
も

木
曜
日
の
午
前
9
時
45
分
〜
10
時

45
分

場
所　
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー

募
集　
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
５
０
０
円
（
全
５
回

コ
ー
ス
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
・
問
合
先　
2
月
9
日
ま
で

に
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎（
263
）

１
２
７
１

羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー�

�

は
ご
ろ
も
ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル

日
時　

2
月
10
日
・
17
日
・
24

日
、
3
月
17
日
、
い
ず
れ
も
金
曜

日
の
午
後
0
時
30
分
〜
2
時

場
所　
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー

募
集　
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
４
０
０
０
円
（
全
4
回

コ
ー
ス
）

持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
込
・
問
合
先　
2
月
3
日
ま
で

に
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎（
263
）

１
２
７
１

お
家
で
簡
単
！�

�

生
地
か
ら
作
る
飲
茶
講
習

日
時　
2
月
3
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
取
石
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集　
24
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
先
着
10
人
）

内
容　
本
格
麻
婆
豆
腐
、
生
地
か

ら
作
る
包
子
、
あ
ん
饅　
ほ
か

材
料
費　
５
０
０
円
（
不
参
加
の

場
合
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
）

講
師　
雪
本
美
加
さ
ん

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　
1
月
18
日
か
ら

取
石
公
民
館

男
女
共
同
参
画
す
て
っ
ぷ
講
座�

自
分
も
子
ど
も
も
ハ
ッ
ピ
ー

に
な
る
子
育
て

日
時
・
テ
ー
マ　
2
月
18
日
・
元

気
の
素
＝
自
尊
感
情
の
育
て
方
〜

わ
た
し
O
K
、
あ
な
た
O
K
、
3

月
11
日
・
元
気
の
で
る
対
話
を
し

よ
う
〜
相
談
す
る
、
支
え
て
も
ら

う
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
2
回
連
続
講
座
）

場
所　
と
ろ
し
プ
ラ
ザ

募
集　
25
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
1
歳
半
〜
就

学
前
の
幼
児
先
着
8
人
、
2
月
10

日
ま
で
に
要
予
約
）

講
師　

金
香
百
合
さ
ん（HEAL

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研
究

所
所
長
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
1
月
13
日
午
前

9
時
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（step@
city.takaishi.lg.jp

）

で
人
権
推
進
課
☎（
275
）６
２
７
９

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に
講
座

申
込
、
本
文
に
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
一
時
保
育
の
要
否
（
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
氏

名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
）
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

日
時　
1
月
27
日
（
金
）
午
後
６

時
〜
８
時

募
集　
３
人
（
先
着
順
）

申
込　
当
日
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
電
話
申
込

■
金
融
移
動
相
談

日
時　
1
月
20
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

申
込　
17
日
ま
で
に
電
話
申
込

■
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
自
社
の
強
み
や
弱
み
を
振
り
返

り
経
営
計
画
の
作
成
を
支
援
し
、

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

日
時　
1
月
12
日
（
木
）
午
後
2

時
〜
4
時

募
集　
20
人
（
先
着
順
）

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
高
石
商
工
会
議
所

☎（
264
）１
８
８
８

シ
ニ
ア
就
業
促
進
セ
ン
タ
ー

が
開
設
し
ま
し
た

　
府
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
地

域
連
携
協
議
会
は
、
国
か
ら
の
事

業
委
託
を
受
け
、
高
齢
者
の
仕
事

探
し
を
手
伝
い
、
生
涯
現
役
を
応

援
す
る
シ
ニ
ア
就
業
促
進
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

対
象　
55
歳
以
上
の
方

場
所　
ニ
ュ
ー
淡
路
町
ビ
ル
3
階

［
大
阪
市
中
央
区
淡
路
町
１
‐
３

‐
14
］

問
合
先　
シ
ニ
ア
就
業
促
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
６（
６
２
０
８
）２
３
１

１

解　説 なんでも 高石学入門正解　② まつり

　滑石製模造品や子持ち勾玉は、古墳時代のまつりの道具です。滑石製模造品は、「かみ」の依代や奉献品
として作られ、子持ち勾玉は、鎮魂・地鎮・豊穣などの祈りに使われたとされます。また、土馬は古墳時代
の後期から平安時代にかけて見られ、水に関わるまつりや疫病神に関わるまつりに用いられたのではない
かと考えられています。特に大園遺跡の場合、出土した場所の状況から、雨乞いに使われた可能性が高いと
見られています。これらの出土品は当時の人々の精神世界を垣間見せてくれます。

郷土史研究委員　佐野 謙太郎
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

凍
結
に
ご
注
意
！�

�
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
、
地
上
に
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
た
り
、
風
当
た
り
の
強
い

場
所
に
あ
る
水
道
管
は
、
中
の
水

が
凍
っ
て
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
防
寒
の
仕
方

①�

市
販
の
保
温
材
で
蛇
口
の
上
ま

で
完
全
に
包
み
ま
す
。

②�

浴
槽
な
ど
に
少
し
ず
つ
水
を
出

し
っ
放
し
に
し
ま
す
。

③�

露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
毛
布

や
布
等
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
さ

ら
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
布

等
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

■
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
※
熱
湯
を
か
け
る

と
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
、
ひ
び

割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
横
に
あ
る
止

水
栓
を
止
め
る
か
、
破
裂
し
た
部

分
に
布
や
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
巻

き
つ
け
て
、
応
急
処
置
を
し
て
か

ら
指
定
工
事
店
に
修
繕
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

問
合
先　
上
下
水
道
課
☎（
275
）６

４
２
６

堺
市
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ�

�

暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の

取
扱
い
を
誤
る
と
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
く
で
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な

い
。

・
給
油
時
、
外
出
時
、
就
寝
前
に

は
必
ず
火
を
消
す
。

・
石
油
や
ガ
ス
を
使
用
す
る
も
の

は
こ
ま
め
に
換
気
す
る
。

問
合
先　
堺
市
消
防
局
予
防
査
察

課
☎（
238
）６
０
０
５

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
警
察
官
や
市
役
所
職
員
な
ど
を

名
乗
り
言
葉
巧
み
に
A
T
M
へ
誘

い
出
し
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ

う
と
す
る
「
還
付
金
等
詐
欺
」
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
は
一
旦
電
話
を
切
り

必
ず
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
高
石
警
察
署
☎（
265
）１

２
３
４

環境基準値

日0

2

0

0

0

0

日

日

時間

時間

時間

月平均値物　質

二酸化窒素

二酸化硫黄

基準値を超えた
時間数及び日数

光化学オキシダント（昼間）

浮遊粒子状物質

日平均値が
0.06ppm 以下 ppm

0.026

0.017

0.015

ppm

0.006ppm

mg/ ㎥

１時間値が
0.06ppm 以下

１時間値が
0.10ppm 以下

１時間値が
0.20mg/ ㎥以下
日平均値が
0.10mg/ ㎥以下

日平均値が
0.04ppm 以下

大
気
汚
染
状
況
（
平
成
28
年
10
月
）

高石市制 50周年記念事業 

高石すっきやもん！
愛ラブふるさとだって

場所　アプラ小ホール　　参加費　無料
対象　5歳以上（大人だけの参加可）
出演　桃山ウィンドオーケストラ、登美丘高
　　　校ダンス部、子ども劇団「えんげきっず」
申込・問合先　ＥメールでＮＰＯ法人子育て
　　　　　　　 支援グーチョキパー事務局へ
［☎090（2102）2489、Ｅメール：npogcp04@gmail.com］

1 28月 日
13：30～16：00
（開場：1時）

100周年へ向かって羽ばたく若者たちの共演。生の芸術を体感
しよう！高石市ロケによるショートムービーも上映します！

土
Sat.
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〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼
間
家

庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
放

課
後
、
各
小
学
校
で
遊
び
や
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
基
礎
的
な
集
団

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

各
小
学
校
で
開
設
す
る
あ
お
ぞ
ら

児
童
会
へ
の
入
会
を
希
望
す
る
児

童
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
入
会
中
の
児
童
に

つ
い
て
、
新
学
年
で
も
入
会
を
希

望
す
る
場
合
は
入
会
申
請
が
必
要

で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
低

学
年
児
を
優
先
）

開
設
期
間　
4
月
1
日
〜
平
成
30

年
3
月
31
日

開
設
時
間　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

放
課
後
か
ら
午
後
7
時
ま
で
（
土

曜
日
は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6

時
、
夏
休
み
な
ど
の
学
校
休
業
中

は
午
前
8
時
〜
午
後
7
時
）

保
育
料　
月
額
６
０
０
０
円
（
2

人
目
以
降
半
額
）

※
午
後
6
時
〜
7
時
は
延
長
保
育

と
な
り
日
額
２
０
０
円
必
要
で
す
。

（
月
上
限
１
６
０
０
円
）

お
や
つ
代　

月
額
１
８
０
０
円

（
児
童
会
で
徴
収
）

必
要
書
類　
入
会
申
請
書
と
就
労

証
明
書
（
入
会
申
請
書
は
こ
ど
も

家
庭
課
・
各
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
所
・
幼
稚
園
・
各
あ
お
ぞ
ら
児

童
会
で
1
月
12
日
か
ら
配
付
）

申
込
・
問
合
先　
1
月
23
日
〜
2

月
3
日
（
29
日
を
除
く
）
に
こ
ど

も
家
庭
課
で
受
付
。
た
だ
し
、
1

月
28
日
（
土
）
は
午
前
9
時
〜
正

午
に
こ
ど
も
家
庭
課
で
受
付
。

※
定
員
に
達
し
た
児
童
会
は
待
機

と
な
り
ま
す
。
定
員
に
達
し
て
い

な
い
時
は
、
期
間
終
了
後
も
随
時

先
着
順
に
受
付
。

▼
あ
お
ぞ
ら
児
童
会
入
会
の
説
明
会

日
時　
1
月
19
日
（
木
）
午
後
7

時
、
21
日
（
土
）
午
前
10
時

※
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ
で
、
時

間
は
1
時
間
程
度
を
予
定
。
入
会

案
内
書
を
配
付
し
ま
す
。

場
所　
市
役
所
別
館
1
階

▼
登
録
指
導
員
を
募
集

　
あ
お
ぞ
ら
児
童
会（
学
童
保
育
）

に
勤
務
で
き
る
指
導
員
（
パ
ー
ト

職
員
）の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

提
出
書
類　
履
歴
書
、
教
員
免
許

ま
た
は
保
育
士
証
を
お
持
ち
の
方

は
そ
の
写
し

※
い
ず
れ
も
申
込
み
、
問
合
わ
せ

は
こ
ど
も
家
庭
課
☎（
275
）６
３
４

9

平
成
29
年
度　

あ
お
ぞ
ら
児
童
会
入
会
受
付

高石市は関西国際空港を応援しています 関空ニュース

 
 

問合先　空港案内☎072（455）2500  

　関西国際空港からの国際線、国内線ネットワークが拡大
中です。ニュージーランド航空（NZ）が、11月から
2017年3月26日までの間、季節運航として、関西＝オー
クランド線の直行便を週3便運航しています。ニュージー
ランド航空は、関西空港とニュージーランドを直行便で結
ぶ唯一の航空会社です。また、バニラエア（JW）が、2
月18日より関西＝成田線を毎日2便、3月18日より関西＝
函館線を毎日1 便新規就航となり国内のLCCとしては初
めての函館就航となります。この冬の出張や旅行は便利な
関西国際空港をご利用ください。

関西国際空港からの
フライトがますます充実！
関西国際空港からの
フライトがますます充実！

　河川・海など「水」に関する活動・研究を行ってい
る団体・個人による発表や展示などを行います。水
生生物の水槽展示や工作コーナーもあります。

11：00 15：00～

泉北府民センタービル
［堺市西区鳳東町４‐390‐１］1 28 Sat.

土
参加費無料 当日直接会場へ

水からつながる何でも博覧会

募集　各30人
時間　①11時50分　②14時10分

手作り顕微鏡教室

申込・問合先　1 月 9日からメールで子どもと保護
者の氏名・年齢・連絡先・希望時間を記入し鳳土木
事務所地域支援・防災グループ☎（273）0123
［otoridoboku-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp］へ

ペットボトルを使った

-第 15 回「私の水辺」泉北地域交流会 -

倍　率
100倍



問合先　アプラたかいし ☎（267）0018

場　所　アプラたかいし 3階
時　間　午前 10 時～午後 6時

※1：利用料金 1 人 1時間 250 円（超過時間 15 分ごと 50 円）　※2：利用料金 1 人平日 1時間 700 円、土日休日 800 円

親子で楽しめ
るくつろぎの
場。誰でも利
用できるオー
プンスペース

遊びを通じて子
どものこころを
育むボーネルン
ドならではの学
びと成長の場

子育て情報も手
に入る親子の交
流と集いの場。
子育て相談や一
時預かり※2も

ハグッドプレイラボ
キッズルーム 子育て支援ルーム

ハグッドスクエア
レストコーナー
ハグッドテラス

※1

（受付：午後 5時まで） （受付：午後 5時まで）
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※チケット発売初日のアプラホールでの受付は10時（電話予約は12時）からです。売り切れの際はご了承ください。

1/14（土）│ 小ホール（全席自由）

第5回 泉州演劇祭
出  泉州地区の中高演劇部5校
└  10：00
￥  一般1000円　高校生500円（カンパ制）

1/22（日）│ 大ホール（全席指定）

宝くじ文化公演「いつでも元気が出るコンサート」

出  大沢可直（指揮）、吉田正記念オーケストラ
└  14：00（開演／13：30）
￥  一般1500円　高校生以下1000円※当日500円増
※宝くじの助成による特別料金となっています。

1/28（土）│ 大ホール（全席自由）

Saturday Jazz vol.134「日本の抒情」
出  中野ひろし＆スゥイングガイズオーケストラ
└  19：00（開場／18：30）
￥  一般1000円　Aメイト900円

1/28（土）│ 大ホール（全席自由）

アプラ映画鑑賞会「風に立つライオン」
（139分/2015年/日本）

出  大沢たかお、石原さとみ、真木よう子、萩原聖人 ほか
└  ①10：00　②14：00　③18：00
￥  一般1000円　Aメイト招待　小学生500円

●● アプラ和太鼓フェスティバル2017 

プロ顔負けのいずみ太鼓「皷聖泉」と久米田高校和太鼓部の圧
巻のパフォーマンスを見逃すな！和太鼓の鼓動を体感ください。

2/4（土）
場　所／大ホール（全席自由）
時　間／14：00（開場／13：30）
出　演／アプラ和太鼓教室受講生
ゲスト／kogakusyu翔
入場料／500円

●● アプラ落語道「モーニング寄席」 

笑いの玉手箱をご堪能ください。

2/4（土）
場　所／小ホール（全席自由）
時　間／10：30（開場／10：15）
出　演／桂福丸、虹友美、桂華紋
入場料／500円

●● TAP DANCE LIVE in たかいし 

高石ならではのだんじりタップも必見です。

2/26（日）
場　所／小ホール（全席自由）
時　間／14：00（開場／13：30）
出　演／だんじりタップ高石組、j-click's、IRISH BAND
入場料／一般1200円、Aメイト1000円、中学生以下500円※当日200円増

A P P L A 　 た か い し

アプラホール☎（267）0018 （第2・第4火曜日休館）
綾園1-9-1（アプラたかいし3階）
●詳しくはお問い合わせください。

EVENT 
GUIDE

●● 子育てカルチャーイベントお知らせ 

幼児と保護者を対象とした楽しい親子のふ
れあいを中心に手遊びや歌に合わせたリズ
ム遊びなどで構成する「ワンワンとあそぼう
ショー」の開催が決定しました。（1人4枚ま
で）

3/11（土）
場　所／大ホール（全席指定）
時　間／①11：30
　　　　②13：30（開場は各回30分前）
出　演／ワンワン
　　　　藤原明美（体操のおねえさん）

入場料／無料
募　集／応募多数の場合は抽選
申　込・問合先／2月17日（当日消印有効）
までに往復はがきに下記のとおり記入し
たかいし市民文化会館アプラホール
「ワンワンとあそぼうショー」係へ
☎（267）0018【〒592-0014　高石市綾園1-9-1】
【往信用裏面】郵便番号・住所・氏名・電話番号・　　　　　　　　　
　　　　　　「観覧希望○回目○枚」
【返信用表面】郵便番号・住所・氏名
【返信用裏面】記入不要
※1人4枚まで
※必ず必要枚数を記入してください
※Aメイトの方は1月11日（予定枚数なくなり次第終了）からアプラ窓口で
申し込めば優先招待券（指定席券最大4枚）をプレゼント



　長年の間、遊休施設となっている旧市民
会館・図書館を有効活用するため、アイデ
アを募集します。優秀アイデアの提案者に
は表彰のうえ、副賞を贈呈します。
問合先　総合政策課☎（275）6138

■一般向けアイデア募集
2月 10日（必着）までに様式をメールまたは
FAXで総合政策課へ
［Eメール：yumeteian@city.takaishi.lg.jp、
FAX：（275）6481］
※様式は市ホームページからダウンロード可
■事業者向けアイデア募集
詳しくは市ホームページをご覧ください
［http://www.city.takaishi.lg.jp］

旧市民会館・図書館の
活用アイデアを募集します
旧市民会館・図書館の
活用アイデアを募集します

旧図書館

旧市民会館

図書館
T O P I C S

今月の特別展示

○視覚障がい者の方には、前もってご連絡をいただければ対面朗読サービスを行います。

 
図書館では、書庫に保管されてある本がたくさんあり、
通常は要望があった場合に書庫からお出しするように
しております。今回は、そんな書庫でひっそりと保管さ
れている本たちの一部を展示して、皆さんにご紹介し
ます。
普段は出会えない本に出会えるかも？
ぜひご覧ください。

開館時間
9：30 ～ 20：00

（第2・第4火曜日休館）
本館  ☎072（263）3100
分館  ☎072（273）3160

今月の新着本

一般書 487冊
児童書 368冊

おはなし会とあそび
幼児から小学生向け

おはなし会
日毎週土曜日　14：30～16：00　
絵本の読み聞かせ・紙芝居・絵本の紹介など
※毎月第1土曜日は折り紙（1月は第2土曜日が折り紙）

さくらんぼの会
日毎月第1金曜日　15：00～16：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居など

赤ちゃんから小学校入学前の幼児向け

グーチョキパーひろば
【あそびのひろば】
日毎月第1木曜日　10：00～11：30
簡単工作やママへの遊び方レクチャー・絵本の読み聞かせ
【つどいのひろば】
日毎月第2木曜日　10：00～11：30
子どもの手作りおもちゃ遊び・ママの友達作り・子ども
が選んだ絵本の読み聞かせ
おひさまおはなし会
日毎月第3木曜日　10：30～11：30
絵本の読み聞かせ・紙芝居・手遊び・絵本の紹介など
ほっとスペース
日毎月第3金曜日　10：00～11：30
絵本の読み聞かせ・良質な絵本や育児情報の提供など

★場所／いずれも本館視聴覚室

蔵出しスペシャル

おてて絵本でおなじみ　　　　　　　
サトシンさんと　　　　　　　　　　
ホロリわははライブ 
たくさんの絵本を音楽に乗せてサトシンさん（ミュン
ヘン国際児童図書館「ホワイトレイブンス」2016年
版選出、第1回リブロ絵本大賞、第3回MOE絵本屋
さん大賞などの賞を受賞）が歌い語る異色のライブ！
ゲラゲラ笑う絵本、ホロリとする作品、振り幅の広い
サトシンワールドへレッツゴー！！
日時　2月4日（土）13：30
場所　アプラたかいし3階ギャラリー
対象　5歳以上の子どもと保護者
　　　※大人だけの参加可
募集　100人
申込・問合先　電話・Eメール（npogcp04@gmail.
com）でNPO法人子育て支援グーチョキパー事
務局☎090（2102）2489または図書館☎（263）
3100
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ヨイショ！の掛け声と共に
おもちつき
【12月15日・加茂保育園】
市内各所の保育園・幼稚園・こども園でおもちつきが行わ
れました。杵を持って一生懸命おもちをつく子ども達。完成
したおもちを子ども達は美味しそうに食べていました。

トラブルに巻き込まれないために
消費生活講演会
【11月26日・アプラ大ホール】
MBS ちちんぷいぷいでおなじみの山本浩之さんが消費
生活講演会で「いま、守らなければならないもの」をテー
マにご自身の体験などを語っていただきました。

TAKAISHI　フォトニュース  　 

あのボーネルンドが高石へやってきた！
子育てウェルカムステーション「HUGOOD」がアプラたかいしにオープン！
【12月17日・アプラたかいし】
　この施設には、絵本を読むスペースや子育てに役立つ情報コーナーがある「ハグッドスクエア」、ゆっくりひと休みできる憩
いの広場「ハグッドテラス」、五感を刺激するあそびが揃った有料の室内遊び場 「ハグッドプレイラボ」の 3 施設が揃います。
　またボーネルンドが、全国展開する室内あそび場「キドキド」事業や保育園・幼稚園・小学校、子育て支援施設のあそび場
開発のノウハウをいかし、親子が安心して集える環境をプロデュース。代表取締役社長の中山弘子氏は「子どもの健やかな成
長には遊びが重要。遊ぶことで心・身体・頭をバランス良く成長することが人間らしく育っていくことにつながる。この施設は
そういうことを考えた環境となっている」と挨拶の中で施設を紹介されました。オープン後は、子どもたちが目新しい玩具や
遊具を楽しんでいた様子。この施設の利用時間等については、21ページをご覧ください。

ハ グ ッ ド
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